
か ら む し 織 と

カ ス ミ ソ ウ の 里

福島県　昭和村

ゆ
っ
た
り
と
し
た
季
節
の
巡
り
に

寄
り
添
い
な
が
ら

軽
や
か
に
朗
ら
か
に

毎
日
を
暮
ら
す
人
々
は

小
さ
く
て
も
あ
た
た
か
な

温
も
り
に
包
ま
れ
る
幸
せ
を

そ
っ
と
あ
な
た
に
教
え
て
く
れ
ま
す
。

令
和
、

な
の
に

昭
和
。
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昭
和
２
年
、
二
つ
の
村
が
合
併
し
、
昭
和

村
は
誕
生
し
ま
し
た
。

周
り
を
山
々
に
囲
ま
れ
た
昭
和
村
は
、

人
口
１
，
３
０
０
人
に
満
た
な
い
小
さ

な
村
で
す
。

昭
和
村
の
人
々
は
、
自
然
の
恵
み
に
感
謝

し
、
厳
し
さ
も
享
受
し
な
が
ら
、
独
自
の

歴
史
と
文
化
を
育
み
、
日
々
丁
寧
に
暮
ら

し
て
い
ま
す
。

吹
き
抜
け
る
そ
よ
風
と
共
に
揺
れ
る

「
カ
ス
ミ
ソ
ウ
」

手
で
績
ん
だ
糸
を
丹
念
に
織
る

「
か
ら
む
し
織
」

季
節
の
色
に
キ
ラ
キ
ラ
と
輝
く
湿
原
と

渓
谷
。

先
人
か
ら
大
事
に
大
事
に
受
け
継
が
れ
て

き
た
宝
物
た
ち
は
、
日
常
の
風
景
に
溶
け

込
み
、
美
し
い
里
山
と
な
っ
て
来
る
人
を

迎
え
ま
す
。

も
し
、
あ
な
た
が
昭
和
村
を
訪
れ
た
の
な

ら
、
普
段
の
生
活
か
ら
離
れ
、
里
山
の
風

景
に
没
頭
し
て
く
だ
さ
い
。

都
会
で
は
決
し
て
味
わ
え
ぬ
異
日
常
が
、

あ
な
た
を
包
み
心
と
体
を
き
っ
と
癒
し
て

く
れ
る
で
し
ょ
う
。

令
和
の
時
代
に
昭
和
村
。
変
わ
ら
ぬ
風
景

と
と
も
に
、
昭
和
村
は
い
つ
で
も
皆
さ
ま

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
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ら
れ
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　「
か
ら
む
し
」
は
苧
麻
と
も
呼
ば
れ

る
イ
ラ
ク
サ
科
の
多
年
草
で
、
上
布
用

の
原
材
料
と
し
て
昭
和
村
で
栽
培
が
続

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
畑
で
栽
培
さ
れ
た

か
ら
む
し
の
茎
か
ら
取
り
出
さ
れ
た
繊

維
は
、
昭
和
村
の
か
ら
む
し
織
の
ほ

か
、
重
要
無
形
文
化
財
越
後
上
布
・
小

千
谷
縮
の
原
料
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
か
ら
む
し
織
」
は
、
通
気
性
・
吸
湿

性
に
富
み
、
織
り
上
げ
ら
れ
た
布
は
軽

く
し
な
や
か
で
、
独
特
の
ハ
リ
が
も
た

ら
す
涼
し
い
着
心
地
は
一
度
経
験
す
る

と
他
の
織
物
を
着
る
こ
と
が
で
き
な
い

と
言
わ
れ
る
ほ
ど
。
平
成
29
年
に
は
、

そ
の
古
く
か
ら
続
く
技
術
を
評
価
さ

れ
、「
奥
会
津
昭
和
か
ら
む
し
織
」
が

国
の
伝
統
的
工
芸
品
に
指
定
さ
れ
ま
し

た
。

か
ら
む
し
と
は
？

てえらな※心で丁寧に。からむし織ができるまで。

からむしの発芽をそろえ、成長が均一になるよう
にするため、二十四節気の小満の日を目安にから
むし焼きを行います。病害虫の発生を抑え焼いた
灰を肥料にする目的もあります。

からむしの収穫は７月の土用の頃からお盆前に
かけ行われます。手作業で一本ずつ刈り取り、わ
き芽の少ない上質な『かげ苧（そ）』とわき芽の多
い『親苧（おやそ）』に選別し、葉を落とした後、
きれいな清水に浸します。

数時間ほど清水に浸した後、ていねいに皮を剥
ぎ取ります。皮の乾燥を防ぎ、青水（草の汁）を
流すため再び清水に浸します。

苧引き盤、苧引き板、苧引き具と呼ばれる道具を
使い、１枚ずつ表皮と繊維を引き分けます。取り
出した繊維は、数日陰干しして乾かした後に規
定の100匁に束ねます。

からむし引きで取り出された繊維を糸の太さに合
わせて裂き、繊維を繋ぎあわせる作業を績むと
言います。非常に根気のいる作業で、帯１本分の
糸を績むのに、約３ヶ月の期間を要します。

績んで紡がれた糸は昔ながらの地機（じばた）や
高機（たかはた）にかけられ手織りされます。糸
を切らないように織目の整った帯や反物を織り上
げるには、熟練の技術が必要です。

※たいら（平ら）の意、おだやかで安定している様子を表した昭和村の方言。

からむしの葉

結束されたからむし
からむし引きを行い、陰干しし
た繊維。出荷規格は一束100匁
（375グラム）

お お お ご

からむし焼き５
月

７
〜
８
月

11
月
〜

刈り取り

からむし剥ぎ

からむし引き

苧績み
お う

からむし織り

畑
を
耕
し

草
を
育
み

糸
を
績
ん
で

織
り
あ
げ
る

苧
K
aram

u
sh
i
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か
ら
む
し
工
芸
博
物
館
で
は
、
縄
文

の
時
代
か
ら
人
に
利
用
さ
れ
て
き
た
植

物
繊
維
「
か
ら
む
し
」「
麻
」
の
栽
培

に
関
す
る
歴
史
資
料
や
生
産
用
具
を
展

示
し
て
い
ま
す
。

　
季
節
に
よ
っ
て
は
、
か
ら
む
し
に
関

す
る
企
画
展
や
実
演
な
ど
が
開
催
さ

れ
、
初
め
て
訪
れ
る
方
で
も
楽
し
め
る

展
示
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
博
物
館
脇
に
は
世
界
各
国
64

種
類
の
か
ら
む
し
が
栽
培
さ
れ
て
お

り
、
貴
重
な
畑
を
見
学
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
「
道
の
駅
か
ら
む
し
織
の
里
し
ょ
う

わ
」
は
、
体
験
と
お
土
産
品
を
取
り
扱

う
「
織
姫
交
流
館
」、
か
ら
む
し
の
歴

史
を
学
べ
る
「
か
ら
む
し
工
芸
博
物

館
」、
そ
し
て
昭
和
村
の
郷
土
食
を
味

わ
え
る
「
苧
麻
庵
」
の
３
つ
の
施
設
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
織
姫
交
流
館
で

は
、
か
ら
む
し
製
品
の
他
、
地
元
の
野

菜
や
伝
統
工
芸
品
、
カ
ス
ミ
ソ
ウ
を
使

用
し
た
六
次
化
商
品
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

昭
和
村
の
特
産
品
を
取
り
扱
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
館
内
で
は
、
か
ら
む
し
の

糸
績
み
な
ど
の
実
演
も
見
学
で
き
、
実

際
に
か
ら
む
し
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き

る
施
設
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
か
ら
む
し
織
の
一
連
の
工
程
と
山
村
生
活

を
通
じ
て
、
村
人
と
の
交
流
を
深
め
、
昭
和

村
の
生
活
文
化
を
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を

目
的
と
し
た
制
度
で
す
。
約
一
年
間
の
体
験

生
修
了
後
も
定
住
し
、
か
ら
む
し
に
携
わ
り

な
が
ら
生
活
す
る
方
も
多
く
い
ま
す
。

からむし工芸博物館

世界の苧麻園

からむし織体験

か
ら
む
し
を

肌
で
感
じ
る

か
ら
む
し
織
体
験
生

（
織
姫
・
彦
星
）
制
度

か
ら
む
し
の

歴
史
を
学
ぶ

館内は、昭和村の特産品や手作りの逸品が集まる。

開館時間／午前9：00～午後５：00
※入館は午後4時30分まで
定休日／不定休
有料

世界中のからむしを見ることができる世界
の苧麻園

※体験生の募集はHP　http://www.vill.showa.fukushima.jpで
公開されます。
　問昭和村総務課からむし振興室　☎0241-57-2116

からむしの糸でコースターづくりが体験
できる。
体験時間／約20分
体験料1,000円（税別）、要予約。
問☎0241-58-1655

道の駅
からむし織の里しょうわ
開館時間／午前9：00～午後５：00
定休日／不定休
※道の駅からむし織の里しょうわのfacebook
で確認できます。

URL:https://www.facebook.com/karamushiori

純
朴
な
手
と

心
が
作
り
だ
す

極
上
の
衣

道の駅
からむし織の里

しょうわ

育
み
、
紡
ぐ
、
糸
と
人
。
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地
中
海
沿
岸
を
原
産
と
す
る
カ
ス
ミ

ソ
ウ
は
、
そ
よ
風
が
育
て
る
と
も
言
わ

れ
夏
季
冷
涼
な
気
候
を
好
ん
で
生
育
し

ま
す
。
昭
和
村
で
は
平
成
25
年
に
カ
ス

ミ
ソ
ウ
栽
培
30
周
年
を
迎
え
、
現
在
は

夏
秋
期
の
栽
培
面
積
が
日
本
一
に
な
り

ま
し
た
。
初
夏
か
ら
晩
秋
に
か
け
て

「
満
点
の
星
」
を
思
わ
せ
る
無
数
の
カ

ス
ミ
ソ
ウ
の
花
は
、
昭
和
村
の
風
物
詩

で
す
。

　
昭
和
村
で
は
、
カ
ス
ミ
ソ
ウ
の
品
質

管
理
も
独
自
の
工
夫
が
見
ら
れ
ま
す
。

本
村
の
特
別
豪
雪
地
帯
と
い
う
環
境
か

ら
、
冬
に
積
も
っ
た
雪
を
利
用
し
、
カ

ス
ミ
ソ
ウ
を
出
荷
ま
で
の
間
、
予
冷
を

し
て
い
ま
す
。
そ
の
施
設
は
通
称
「
雪

室
」
と
呼
ば
れ
、
中
の
雪
は
一
年
中
溶

け
る
こ
と
な
く
、
カ
ス
ミ
ソ
ウ
を
冷
や

し
続
け
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
環
境
に
負

荷
を
か
け
な
い
品
質
管
理
で
カ
ス
ミ
ソ

ウ
の
昭
和
村
ブ
ラ
ン
ド
は
築
か
れ
て
い

る
の
で
す
。

　
現
在
、
夏
秋
期
日
本
一
の
カ
ス
ミ
ソ
ウ

は
本
村
の
基
幹
産
業
で
あ
り
な
が
ら
、

栽
培
農
家
の
高
齢
化
に
よ
り
担
い
手
が

不
足
し
て
い
ま
す
。
本
村
が
カ
ス
ミ
ソ

ウ
産
地
と
し
て
維
持
で
き
る
よ
う
、
新

規
就
農
者
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
て
い

ま
す
。
近
年
で
は
Ｉ
タ
ー
ン
で
来
る
方

も
多
く
、
家
族
で
移
住
す
る
方
、
単
身

で
移
住
す
る
方
と
様
々
で
す
。

　
新
規
就
農
者
へ
の
支
援
と
し
て
、
村

独
自
の
「
か
す
み
の
学
校
」
と
い
う
制

度
が
あ
り
ま
す
。
か
す
み
の
学
校
で

は
、
最
短
１
泊
２
日
か
ら
実
際
の
カ
ス

ミ
ソ
ウ
農
家
さ
ん
の
と
こ
ろ
で
仕
事
を

体
験
し
ま
す
。
参
加
者
は
、
大
学
生
か

ら
社
会
人
ま
で
幅
広
く
、
よ
り
本
格
的

な
就
農
へ
の
一
助
と
な
っ
て
い
ま
す
。

矢ノ原高原

かすみの学校研修風景

農林水産物集出荷荷物貯蔵施設（雪室）

赤
ち
ゃ
ん
の

吐
息

手
厚
い

就
農
支
援

カスミソウ

標高700ｍの矢ノ原高原は、カスミソウの優良ほ場
で、多くの生産者のビニールハウスが並びます。

参加者は実際のカスミソウ農家のもとで研修を受けることが
できます。

大型ダンプおよそ300台分の雪を春先に搬入し、予
冷庫の空気を冷却しています。

新規就農に関すること
問昭和村 産業建設課 産業係 ☎0241-57-2117 

生産団体
問JA会津よつばかすみ草部会 ☎0241-57-3111

百
年
先
も

カ
ス
ミ
ソ
ウ
を
作
り
続
け
る

村
で
あ
り
た
い

カ
ス
ミ
ソ
ウ
に
、

農
山
村
の
暮
ら
し
に

触
れ
て
、
見
て
、
聞
い
て―

カ
ス
ミ
ソ
ウ

K
asu

m
iso
u
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樹
齢
１
２
０
年
を
超
え
る
大
銀
杏
。

校
舎
よ
り
も
早
く
に
存
在
し
、
喰
丸
小

を
見
守
り
な
が
ら
成
長
し
ま
し
た
。
季

節
ご
と
に
表
情
を
変
え
る
大
銀
杏
は
、

喰
丸
小
の
シ
ン
ボ
ル
ツ
リ
ー
と
し
て
村

内
外
か
ら
愛
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
、

銀
杏
の
葉
が
色
づ
く
紅
葉
シ
ー
ズ
ン
は

圧
巻
で
、
幻
想
的
な
空
間
を
演
出
し
て

い
ま
す
。
落
葉
後
も
、
校
庭
を
覆
い
つ

く
し
た
葉
が
、
黄
色
い
絨
毯
の
よ
う
に

な
り
、
多
く
の
写
真
家
が
足
を
運
ん
で

い
ま
す
。

　
西
島
秀
俊
主
演
で
平
成
25
年
公
開
さ

れ
た
映
画
「
ハ
ー
メ
ル
ン
」
は
、
こ
こ
喰

丸
小
を
舞
台
に
撮
影
さ
れ
、
木
造
校
舎

の
持
つ
空
気
感
が
魅
力
た
っ
ぷ
り
に
描

か
れ
て
い
ま
す
。
作
中
で
は
貴
重
な
改

修
前
の
校
舎
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
昭
和
12
年
に
建
築
さ
れ
た
２
階
建
て

の
木
造
校
舎
「
旧
喰
丸
小
学
校
」
は
、

平
成
30
年
４
月
に
交
流
・
観
光
拠
点
施

設
「
喰
丸
小
」
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り

ま
し
た
。
昭
和
55
年
の
廃
校
か
ら
、
幾

度
の
解
体
の
危
機
を
乗
り
越
え
て
、
喰

丸
小
に
思
い
を
寄
せ
る
人
々
の
思
い

と
、
当
時
の
趣
を
そ
の
ま
ま
に
、
交

流
・
観
光
の
新
た
な
拠
点
と
し
て
、
村

の
哲
学
を
次
世
代
に
伝
え
、
村
内
外
の

人
々
を
繋
ぐ
場
所
と
し
て
、
新
た
な
役

目
を
果
た
し
て
い
き
ま
す
。

　
施
設
内
に
は
、
観
光
関
係
の
事
務
室

が
あ
る
ほ
か
、
移
住
定
住
の
相
談
ス

ペ
ー
ス
や
展
示
・
イ
ベ
ン
ト
の
催
事
に

使
え
る
多
目
的
な
集
会
室
が
あ
り
ま

す
。

映画「ハーメルン」

築
八
十
年
の

木
造
校
舎

シ
ン
ボ
ル
の

大
銀
杏

交流・観光拠点施設「喰丸小」

当時使っていた教科書。表紙に時代を感じます。

大銀杏のライトアップ。初秋から落葉まで行われて
います。

出演：西島秀俊、倍賞千恵子ほか
監督・脚本：坪川拓史
制作・配給（株）トリクスタ
平成25年公開・132分

校舎より高い大銀杏。地域で大事に保存されてきました。

西日の差す教室風景は、フォトジェニックな空間になっ
ています。

廊下に飾ってある掲示物は当時の小学生が作成したもの
です。

〒968-0212　大沼郡昭和村大字喰丸字宮前１３７４
開館時間／午前9：00～午後５：00
休館日／月曜日・火曜日
（月・火曜日が国民の祝日の場合は開館し、当該休日以降
の直近の休日ではない日は閉館します。）
問昭和村 産業建設課 観光交流係 ☎0241-57-2124 
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｠山
々
に
囲
ま
れ
た
昭
和
村
に
は
、
地

域
の
魅
力
の
詰
ま
っ
た
食
で
溢
れ
て
い

ま
す
。

　あ
た
た
か
な
味
わ
い
の
郷
土
食
か
ら

お
し
ゃ
れ
な
軽
食
ま
で
、
こ
だ
わ
り
を

感
じ
る
料
理
の
数
々
は
、
昭
和
村
で
育

ま
れ
た
素
材
を
活
か
し
、
店
主
が
腕
を

振
る
い
ま
す
。

　窓
の
外
に
広
が
る
田
園
風
景
を
の
ん

び
り
と
眺
め
な
が
ら
舌
鼓
を
打
つ
時
間

は
、
ま
さ
に
至
福
の
時
間
で
す
。

　気
取
ら
な
い
味
で
、
食
べ
る
人
の
笑

顔
を
追
求
し
た
料
理
は
ど
こ
か
懐
か
し

く
、
故
郷
に
帰
っ
た
よ
う
な
安
心
感
に

包
ま
れ
ま
す
。

　来
る
た
び
に
魅
力
が
増
し
、
一
度
味

わ
っ
た
ら
誰
か
に
教
え
た
く
な
る
よ
う

な
、
自
分
だ
け
の
お
気
に
入
り
の
お
店

を
探
し
に
昭
和
村
へ
お
越
し
く
だ
さ

い
。

蕎麦カフェ　SCHOLA
す こ ら

自然豊かな昭和村には山の恵み、里の幸がいっぱい
ここにしかない「本物」の美味しさがつまっています

訪
れ
た
地
域
の

〝
地
の
物
〞
を

食
べ
る
こ
と
は

旅
の
醍
醐
味
で
す
。

郷土食伝承館 苧麻庵

旧喰丸小学校の新校舎を改装した蕎麦カ
フェ。元教室の面影を残しながら、店主自
慢の地元矢ノ原高原産のそば粉を使った十
割手打ちそばや、季節の野菜を楽しめるモチ
モチ触感のそばガレットが楽しめます。ドリ
ンクの種類も豊富で、テイクアウトも可。
２階のカウンター席から校庭の大銀杏や木
造校舎を眺めてゆったりとした時間を過ご
すこともできます。

生そばの地方発送やお持ち帰りもできます。（要予約）

山菜や川魚、地元野菜を使って作る苧麻膳（上写真）
は、彩りも豊かな懐かしい味わい（4月～10月　要予
約）。ばんでい餅（1本200円）などの単品メニューも。

「道の駅からむし織の里しょうわ」内にある食事処「苧麻庵」では、季節の地元産食材を中心に村のお母さんたちが腕をふるった手作りの郷
土料理が並びます。おすすめは、矢ノ原産十割手打ちそばと旬の山菜・野菜天ぷらが味わえる『せいろそば天ぷらセット』。漬け物も真心こ
もった村の味です。新商品の「からむしラーメン」もおすすめです。からむしを練り込んだ緑の麺と鶏白湯スープが絡み絶品です。

大沼郡昭和村大字喰丸字宮前1374
☎080-6657-3381
定休日／日曜日・月曜日
(臨時休業・臨時営業の場合がありますので、事前に
お問い合わせください。) 冬期間（12～３月）要問合
営業時間／午前１１時～午後3時30分
　　　　　（L.O午後3時）
席数30　駐車場5台　Twitter https://twitter.com/schola2018　Facebook https://www.facebook.com/cafe.schola

大沼郡昭和村大字佐倉字上ノ原1
☎0241-58-1455 
営業時間／平日 午前11時～午後3時
　　　　　（L.O午後2時30分）
　　　　　土日 午前10時30分～午後3時30分
　　　　　（Ｌ.Ｏ午後３時）
席数46　駐車場6台（道の駅からむし織の里しょうわ56台）
facebook https://www.facebook.com/chomaanshowa/

昭
和
村
の
恵
み
を

心
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わ
う
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理
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村の駅 味楽 cafe まつや

里山カフェ 星のやど ファーマーズカフェ 大芦家

やまか食堂

でっけー田舎おにぎりとさっぱり田
舎ラーメンのお店。おにぎりのでっ
かさは行ってみてのお楽しみ。店内
では軽食や飲み物も販売しておりま
す。場所は国道400号沿いで赤いの
れんが目印。

さっぱり田舎ラーメンがワンコイン（500円）です。メニューはほかに、特製味楽ラーメンやピリ辛
みそラーメン、からむしうどん、からむしラーメンなど。でっけー田舎おにぎりは200円

2014年８月に新規オープン、母屋では
民宿松屋を営業する珍しいカフェで
す。
おすすめは、店主や昭和村の名前から
命名した「つよピザ」と「昭和ナポ
リ」、ピザはテイクアウト可、昭和村特
産のじゅうねんを使った大福とシフォ
ンケーキはお土産用に販売もしていま
す。

オリジナルの「昭和ナポリ」は太麺でほんのりバジルが香る。

2015年11月にオープンした古民家
を再生した珈琲ショップです。こだ
わりの珈琲のほか、放し飼いの鶏の
卵からつくるプリンや地元食のじゅ
うねんぼたもちも好評で、店内では
からむしの着物も販売しています。
店内からは四季折々の周囲の景観が
楽しめます。

2010年10月昭和村にカフェがオープン
しました。店長は役場を早期退職した
佐藤さん。「楽しみながら人生を送りた
い」とカフェを始められたそうです。
農作業小屋だった建物を改装して素敵
なカフェにしてしまいました。
毎朝、佐藤さんが打つ矢ノ原高原そば
がお勧めです。奥さんの手作りケーキ
も絶品。また年に数回、アマチュアバ
ンドのコンサートも開催しています。

写真は矢ノ原高原そばを手打ちした「高遠そば」です。メニューは
ほかに餅・ばんでぇ餅・うどんなど。

創業50年以上、地域に愛されてきた店の味
はどれも折り紙付き。料理の腕を振るう齋藤
さんのオススメは、国産豚ロース肉の「カツ
丼」。甘辛オリジナルブレンドの『ソースカ
ツ丼』と、『煮込みカツ丼』で、カラッと香
ばしいカツは驚くほど柔らかでジュー
シー。自家製ちぢれ麺にたっぷりの季節の
野菜とチャーシューがのった『味噌チャー
シュー麺』は絶品の美味しさです。

自家製米のあつあつご飯に、シャキシャキの千切りキャベツ。
主役のカツは薄めの衣が豚肉のうま味を引き立てて、女性や年
配客にも人気です。

大沼郡昭和村大字下中津川字住吉396-1
☎0241-57-2006　
定休日／毎週木曜日
営業時間／午前10時～午後5時
席数10　駐車場5台

大沼郡昭和村大字両原字天狗屋敷537
☎0241-57-2283　
定休日／不定休
営業時間／午前11時～午後3時
　　　　　夜間は予約営業
席数15　駐車場10台

大沼郡昭和村大字下中津川字上平5254
☎080-3322-4567　
定休日／水～土（臨時休業の場合があ
りますので、事前にお問い合わせください。）

営業時間／午前11時～午後3時
席数10　駐車場あり

大沼郡昭和村大字大芦字中組1854
☎090-7664-7354
定休日／火曜日
営業時間／午前10時～午後5時
席数17　駐車場5台

大沼郡昭和村大字下中津川字中島1618
☎0241-57-2167
定休日／不定休※やまか食堂Twitterで確認できます
営業時間／午前11時～午後3時
席数15
URL:https://twitter.com/yamaka2167
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昭和温泉
しらかば荘

古民家ゲストハウス とある宿 ペンション ファミリーイン美女峠

農家民宿 やすらぎの宿 とまり木 民宿 松　屋

SHARE BASE 昭和村 旅館 昭和館

村内唯一の温泉宿泊施設。料理は川
魚や山菜、野菜を中心に、宿泊者に
あわせた献立。レストランもあり、
日帰り入浴が可能です。

昔、神社の宮司さんが住まわれていた古民家を宿として使ってい
ます。かまどでご飯を炊いたり、宿泊の皆さまと調理して、交流
を楽しむ宿です。

江戸後期の建物を移築再生した宿。米や卵は自家製、囲炉裏の炭
火で焼いたイワナの塩焼や、女将自慢のオリジナル料理が味わえ
ます。

自然と共に暮らしてきた村のお母さんが運営する宿。多様な穀類
や野菜等もすべて自家製。旬の山の幸を使った郷土料理作り体験
がおすすめ。

母屋は築100年を超す古民家。自家製の米、野菜、旬の食材を
使った郷土料理は豪華な一品です。暖かいおもてなしとアット
ホームな雰囲気で、リピーターが絶えない旅館です。

「皆で共有できる秘密基地へ」をコンセプトにした、築150年を越
える古民家再生のゲストハウス。旅や研修、制作活動の拠点、田舎
暮らし体験など、複数の滞在者が自由に過ごすことができます。

昭和23年創業。自家製の季節野菜・米、山菜を食材にした、女将
手作りの天ぷらや煮物、和え物、茶碗蒸し等の田舎料理が自慢。

大沼郡昭和村大字野尻字廻り戸1178
☎0241-57-2585
泉質／慢性の皮膚病・消化器病等に
よく効くナトリウム塩化物泉
料金／1泊2食付　8,770円～
日帰り入浴500円（9：00～20：00）
部屋数／和室12.5畳×6室、25畳×1
室、特別和室1室、洋室（ツイン）1室、
特別洋室1室　計10室
収容人数／50名
チェックイン午後3時　アウト午前10時
駐車場40台　大型バス2台

レストランしらかば
営業時間／午前11時～午後1時 
席数35　
定休日／不定休
URL：http://karamushi.co.jp/shirakabasou/

大沼郡昭和村大字小中津川字宮原1044
☎0241-57-3131
料金／1泊2食付（食材費込）5,500円～
食事は宿主との共同調理となります。
（体験費等別途）
部屋数／和室6畳×2室
収容人数／9名
URL:http://www.toaruyado.com/

大沼郡昭和村大字野尻字東2
☎0241-57-2870
料金／1泊2食付　7,700円～　
部屋数／和室6畳×2室、洋室6畳×
2室
収容人数／11名※1名から宿泊可
チェックイン午後3時　アウト午前9時30分
駐車場10台

大沼郡昭和村大字大芦字大向4478
☎0241-57-3110
料金／1泊2食付　7,000円～
食事は宿主との共同調理となります。
(体験費等別途）
部屋数／和室15畳×2室
収容人数／8名

大沼郡昭和村大字両原字天狗屋敷537
☎0241-57-2283
料金／1泊2食付　8,000円～　
部屋数／和室12畳・8畳×各1室、6
畳×2室
収容人数／17名
チェックイン・アウトは相談対応可
駐車場10台
https://www.instagram.com/minsusongwu/

大沼郡昭和村大字野尻字元町4488
☎050-3695-3106
料金／素泊まり 5,000円/人(税込)
※冬期間暖房費別途500円（貸出品等別途）

食事は、食材持込の自炊となります。
部屋数／和室8畳×3室、１棟貸切可
収容人数／15名
チェックイン・アウトは相談対応可
URL:https://showa.sharebase.jp/

大沼郡昭和村大字小中津川字宮原1047
☎0241-57-2230
料金／1泊2食付　7,700円　
部屋数／和室8畳×2室、6畳×6室・
大広間54畳
収容人数／20名　宿泊可（応相談）
チェックイン午後3時　アウト午前10時
駐車場20台
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綱木渓谷

SHARE BASE
昭和村

しらかば会館

熊野神社

双体道祖神

臥牛岩

カワト沼

小中津川
気多神社

下平運動公園

寺の下清水

矢ノ原清水

代官清水

源兵衛清水

天狗の冷泉

藤八の滝

湿原植物

とうぱち

こま ど

フクジュソウ

フクジュソウ

佐倉観音寺

雲海

桜・山桜

湿原植物

春日神社 さいかちの木

正法寺 かしわの木

ファミリーイン美女峠

美女峠

下中津川

喰丸 小野川

両原

見沢

日落沢

白森山

奈良布

大岐

大芦

山神平

畑
小
屋

野尻

松山

小中津川

至三島町

至金山町

至南会津町
（旧南郷村）

冬期通行止

冬期通行止
至柳津町
　西山温泉

博士峠（峠道とけやきの森）
喰丸トンネル

冬期通行止

新鳥居峠

戊辰の役古戦場
〶

昭和中◯文 ◯文
昭和小

志津倉山
1203m

高舘山
848m

権現山

赤坂山

石城山

野尻川

滝谷川

玉川

野尻川

喰丸小

矢ノ原湿原

玉川渓谷　

からむし会館

水芭蕉としらかばの杜

会津藩
野村新平の墓

官軍戦士九人の墓

すみれ荘

昭和村役場

会津藩戦死
二人の墓

佐藤音之助の墓
加賀藩小杉半蔵の墓

野尻川に沿って、奇岩怪
石のダイナミックな風景
が続く渓谷。紅葉シーズ
ンは特に美しい景勝地。

昔から村民の飲料
水として利用されて
きた清水。細い流れ
が渇水することなく
岩の割れ目から湧
き出している。

矢ノ原高原の伏流水で集落
の飲料水。約3キロ山奥に
ある岩の割れ目から豊富に
湧き出しており、田ノ口沢の
源流になっている。

明治以前は道もなく、
沢の流れを歩いてい
た。地域の住民が山菜
採りの行き来の際に立
寄り喉を潤していた、
知る人ぞ知る清水。

視察で村を訪れた幕府巡
見使の一行が喉を潤し、滑
らかな水のおいしさに代官
にこれを保護するよう申し
渡したという名水。

その昔、姥石山付近に老母を捨てなくて
はならなかった源兵衛の悲しみが清水と
なって湧き出したと伝えられている。

天狗山とも称され
た山頂には300年
程前に豪族が築い
た館跡が残る。伊達
軍と戦った古戦場
で、泉は「神泉」と呼
ばれていた。

［ふくしまの水30選］駒止湿原を
源流に、昭和村を南北に流れる清
流。散策路があり、森林浴や渓流
釣りも楽しめる。

日照りに困っていた名主の夢枕に
現れた御神楽岳の天狗のお告げ
に従ったところ雨が降り清水が湧
いたという伝説が残る。

昭和温泉しらかば荘

とある宿

Cafe まつや
松屋

田舎暮らし体験住宅

ケヤキの
森遊歩道

蕎麦カフェ
SCHOLA

ファーマーズカフェ 大芦家

やまか食堂

道の駅
からむし織の里
しょうわ

苧麻庵村の駅 味楽

奥会津昭和の森
キャンプ場

昭和館

とまり木

里山カフェ
星のやど

雲海

ミズバショウ・シラカバ

白森清水

冷湖の霊泉
ひゃっこ れいせん

館の腰山

博士山
1482m

御前ヶ岳
1234m

舟鼻山
1223m

舟鼻峠 舟鼻トンネル
至下郷町

積入山トンネル

至南会津町
（旧田島町）

至会津美里町
（旧会津高田町）
冬期通行止

至南会津町（旧田島町）

三階山

卵池

400

400

401

401

駒止湿原

喰丸峠

晩秋の夜空が満点の星をたたえると、翌早朝は放射冷
却現象で村が霧に包まれます。昭和の森展望台や喰丸
峠に登れば見事な雲海が撮影できます。

中向春日神社境内にある
村の天然記念物。樹齢
300年。

道祖神は境を守り悪霊の侵入を防ぐ神。し
かし時代が進むにつれ行路の神、旅の安
全、出産、幼児加護、縁結び、夫婦円満の
神としての性格をもつようになったと言わ
れています。

大芦・矢の原の戦いの跡。皮肉なことにこ
の戦いは、鶴ヶ城落城後のことでした。会
津藩士、野村新平の墓があります。

電車〈JR・東武線〉バス利用
■東京＝（東北新幹線・1時間20分）＝郡山（磐越
西線・1時間5分［快速］）＝会津若松（只見線・1
時間56分）＝会津川口（会津バス・約35分）＝
昭和村
■東京＝（上越新幹線・1時間40分）＝浦佐［小
出］（只見線1時間57分）＝会津川口（会津バ
ス・約35分）＝昭和村
■浅草（東武線・会津鬼怒川線・会津線・3時間30
分）＝会津田島（委託バス［冬期運休］50分）＝
昭和村
■浅草（東武鉄道「リバティ会津」・３時間10分）＝
会津田島(委託バス［冬期運休］50分)＝昭和村

マイカー利用
■東京＝（東北自動車道・160㎞）＝西那須野塩
原I.C.（国道121号＝400号・50㎞）＝南会津町
（国道400号・20㎞）＝昭和村
■東京＝（東北自動車道・160㎞）＝西那須野塩
原I.C.（国道121号＝400号・50㎞）＝南会津町
（国道121号・12㎞）＝下郷町（32㎞）＝昭和村
■東京＝（東北自動車道・190㎞）＝白河I.C.（国
道289号・30㎞）＝下郷町（32㎞）＝昭和村
■東京＝（東北自動車道・237㎞）＝郡山JCT（磐
越自動車道・60㎞）＝会津坂下I.C.（国道252号
線・只見町方面へ35㎞＝400号・20㎞）＝昭和
村
■東京＝（関越自動車道・258㎞）＝小出I.C.（国
道252号・85㎞［冬期通行止］）＝金山町（国道
400号・20㎞）＝昭和村
■新潟＝（磐越自動車道・71㎞）＝会津坂下I.C.
（国道252号線・只見町方面へ35㎞＝400号・
20㎞）＝昭和村
■会津若松＝（国道401号・10㎞）＝会津美里町
（国道401号・39㎞［冬期通行止］）＝昭和村 元和2年（1616）年創建。御蔵入三十三

観音の七番札所としてよく知られていま
す。平成28年度日本遺産に認定。

境内に舞台を擁し、こけら落としには檜枝
岐歌舞伎が上演された小中津川地区の神社
です。夏になるとお祭りが開催され、地区
住民から愛される神社です。

下中津川正法寺の境内に
ある村の天然記念物。樹
齢350年

昭
和
村
マ
ッ
プ

金山町
M
ap

交通のご案内

三島町

只見町

南会津町

柳津町

下郷町

会
津
美
里
町

雲海（昭和の森・喰丸峠）

春日神社
さいかちの木

双体道祖神

戊辰の役古戦場 慈眼山観音寺小中津川気多神社

正法寺
かしわの木

銘水 花 紅葉 フォトスポット

寺院 神社 宿 お食事
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S H O W A  V i l l

昭和村役場産業建設課　観光交流係
〒968-0212　福島県大沼郡昭和村大字喰丸字宮前1374（喰丸小内）
TEL 0241-57-2124　FAX 0241-42-7322
HP  http://www.vill.showa.fukushima.jp/category-kanko.stm
フェイスブック　https://www.facebook.com/kuimarusho/
インスタグラム　https://www.instagram.com/kuimarusho/

一般社団法人　昭和村観光協会
〒968-0212　福島県大沼郡昭和村大字喰丸字宮前1374（喰丸小内）
TEL 0241-57-3700　FAX 0241-57-3701
HP  http://showavill.info/
フェイスブック　https://www.facebook.com/showakanko/
インスタグラム　https://www.instagram.com/shouwamurakankou/

HP フェイスブック インスタグラム

HP フェイスブック インスタグラム
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